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東朝霞公民館 
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【初めて学ぶ‐論語の名言‐】 

 

                       

 

 

◆目 的◆ 多種多様な文化や教養を学び・体験することで、生涯学習をはじめる機会を提供し、参加 

者同士のコミュニケーションを深める。 

 

 

◆対 象◆ 市民 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 

９月１６日（土） 

午前１０時～正午 初めて学ぶ‐論語の名言‐ 

／放送大学埼玉学習センター 

打越 竜也 氏 

２０人 

／２０人 
― 

９月３０日（土） 

午前１０時～正午 

２ 
２月２４日（土） 

午前１０時～正午 

終活のススメ～今、そして今後をよ

り良く生きるために 

／埼玉県金融広報アドバイザー 

倉並 珠貴 氏 

３１人 

／３１人 
― 

３ 
３月９日（土） 

午前１０時～正午 

投資の基礎と新しい NISA 

／日本証券業協会 金融・証券イン

ストラクター 

岡田 由美子 氏 

４９人 

／４９人 
― 

 

◆まとめ◆  

「人間とはどうあるべきなのか」渋沢栄一にも愛読された名言の宝庫である論語の講座を、全２

回で実施した。ユーモアを交えての解説で漢字の解釈などを楽しく学び、その世界観を声に出して

味わった。論語の面白さに気付き、再度受講を望まれる声が多くあった。 

   終活って何をしたらよいのか。家族のためだけではなく、今後の自分の人生のために今の状況を

把握し、整理をする大切さを学んだ。想定した以上に応募が多く、市民の関心の高さが伺えた。 

   NISAの講座についても終活同様に関心が高まっており、応募がとても多かったため、定員を増や

して開催した。講座の内容は初心者でも分かりやすかった。講師に質疑時間中、休憩中、講座後に

も質問する方が多く、意欲的に学習する姿が見られた。 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

生 活 教 養 講 座 
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【終活のススメ～今、そして今後をより良く生きるために】 

【投資の基礎と新しい NISA】 
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【男性のヨガ★心と体をリフレッシュ！】 

 

 

 

              

 

◆目 的◆ 健康に対する意識が高まる中、健康づくりに関する手軽で身近なテーマを学習する。 

 

◆対 象◆ 市民 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 保育／定員 

１ 

５月２８日（日） 

午前１０時 

～１１時３０分 

男性のヨガ★心と体をリフレッシ

ュ！ 

／ヨガインストラクター 

室塚 和子 氏  

１１人 

／２０人 
― 

２ 

１月３１日（水） 

午前１０時 

～１１時３０分 

はじめての太極拳 

／朝霞市社会福祉協議会 

        吉川 美津子 氏 

１２人 

／１２人 
― 

 

◆まとめ◆  

男性のヨガは、男性ならではの忙しい日常のストレスや疲れをとるために実施した。ヨガの呼吸法を使い

ながら体を動かして血流を良くし、体が軽くなると共に心に活力が湧いてくる。「普段使わない筋肉を使うこ

とができ、リフレッシュできた」という声が多数聞かれ、好評だった。 

太極拳講座は、講義で腹式呼吸や体への効果を学んだ後、実際に身体を動かして体験した。年齢を重ね

ても無理なくできることを実感し、「ぜひ続けてやってみたい」との声が多数あった。参加者の健康づくりへの

意識が高められたようだ。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さ わ や か 健 康 教 室 

【はじめての太極拳】 
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◆目 的◆ 乳幼児期の子育ての知識やコツ、子育て世代の交流の場を提供し、乳幼児の健やかな育ち

とパパ・ママたちの育児力向上を応援する。 

 

◆対 象◆ 子育て世代 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 
保育／定

員 

１ 

７月１日（土） 

午前１０時３０分 

～正午 

赤ちゃんのための抱っこひも講座 

／NPO法人 美えな塾代表 

片山 弥生 氏 

６組１６人 

／１０組 
― 

２ 

９月２４日（日） 

午前１０時３０分 

～１１時３０分 

家族で楽しむ絵本講座 

／絵本専門士 

山本 美恵子 氏 

４組１１人 

／８組 
― 

 

◆まとめ◆  

抱っこひも講座は、親子の姿勢を整えて身体の負担を軽減し、赤ちゃんの発達を促すための抱っこ

ひもの着け方を学んだ。個別に指導いただいた抱っこひもの着け方は好評で、パパにも積極的に参加

いただけた。 

絵本の講座では、大型絵本での読み聞かせをはじめ、童謡や楽器を使ってリズムに合わせて絵本を

読むなど、楽しくて多彩なプログラムを取り入れ、参加者は絵本の世界に引き込まれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

育児パパ・ママ応援講座 

【赤ちゃんのための抱っこひも講座】 

【家族で楽しむ絵本講座】 
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◆目 的◆ 子ども同士で楽しく学びあいながら、異なる年齢の子ども同士のふれあいや交流を図り、 

また親子のコミュニケーションを深める機会を提供する。 

 

◆対 象◆ 幼児・児童・その保護者 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 

１ 

１０月７日（土） 

午前１１時 

～１１時４０分 

人形劇 まほうの鏡 

／公民館活動サークル 

「人形劇サークルたんぽぽ」のみなさん 

１０組２６人 

／１０組４０人 

２ 
１０月２２日（日） 

午前１０時～正午 

デ フ リ ン ピ ッ ク ・ メ ダ リ ス ト の      

子どもバドミントン教室 

／ デ フ リ ン ピ ッ ク ２ ０ ２ ２ ブ ラ ジ ル    

銀メダリスト   

沼倉 正明 氏、沼倉 千紘 氏 

７人 

／１０人 

 

◆まとめ◆ 

 乳幼児期の子供たちの豊かな感性や想像力、表現力、協調性などを培う事を期待し、人形劇を開催

した。人形の問いかけに子供たちが反応し、一緒に物語を進めていく場面などもあり、とても楽しそ

うだった。人形劇を鑑賞する機会が少ないので、また開催してほしいとの声が多かった。 

 子どもバドミントン教室は、デフリンピックのメダリストを講師に迎え実施した。耳の聞こえる子

も聞こえにくい子も一緒に参加し、音ではなく目で情報を得る方法を体験した。バドミントンの技術

を習うだけでなく、多様性を尊重しノーマライゼーションを考えるきっかけにもなったようだ。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子 ど も ふ れ あ い 広 場 

【人形劇 まほうの鏡】 

 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【デフリンピック・メダリストの子どもバドミントン教室】 
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◆目 的◆ 家族のふれあいを深めるため、親子で楽しめる映画を上映する。また、大人の映画 

会を開催し幅広い年齢層の方に映画を楽しんでもらう機会を提供する。 

 

◆対 象◆ どなたでも  

 

◆プログラム及び受講者◆  

回 実施日時 タイトル 参加者／定員 

１ 
８月３１日（木） 

午前１０時～１１時 

夏の映画会  

第１部「それいけ！アンパンマン 

      みなみの海をすくえ！」 

５５人 

／６０人 

２ 
８月３１日（木） 

午後２時～３時４５分 

夏の映画会  

第２部「男はつらいよ 

口笛を吹く寅次郎」 

１２人 

／６０人 

 

 

◆まとめ◆  

映画会は、同日に１部と２部に分けて子供向けと大人向けを上映した。子供たち全員が映画に集中

し、楽しんでいた。大人の部では、途中で１０分間の休憩時間を挟み、その間に身体を伸ばしたり歩

いたりして身体をほぐす事ができた事もあり、最後まで楽しんでいただけたようだ。「寅さんの映画

を観ると元気が出る」「また観たい」などの声をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

映 画 会 
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◆目 的◆ 人権に対する正しい理解と認識を深め、生活の中にある人権問題への意識を高める。 

 

◆対 象◆ 市民 

 

◆まとめ◆ 令和５年度は中央公民館において公民館６館合同で実施した。各公民館ではパネル展示を

実施した（空調設備改修工事中の東朝霞公民館を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆目 的◆ 公民館利用のサークルが日頃の学習成果を発表し、利用者相互の親睦を深めるとともに、 

地域の交流を図る場とする。 

 

◆主 催◆ 東朝霞公民館まつり実行委員会・東朝霞公民館 

 

◆実施日時◆ 令和５年１１月１１日（土） 午前１０時～午後４時 

           １１月１２日（日） 午前１０時～午後３時３０分 

 

◆対 象◆ 市民 

 

◆期間内入場者数◆ 延べ１,７００人 

 

◆参加団体◆ ・展示部門 １３団体   ・発表部門  １０団体 

       ・模擬店   ３団体   ・チャリティーバザー １団体 

                                   合計２３団体 

 

◆まとめ◆ 

 参加団体で実行委員会を組織し、団体のみなさんがお互いに協力し合い、参加者同士のコミュニケ

ーションの向上や地域との交流を深めることができた。 

 発表部門では、日頃の練習成果を発揮し、観客のみなさんから惜しみない拍手が送られた。また、

展示部門では、日頃の活動で作製された多くの作品を展示することができ、来場者が見入っていた。 

ご来館いただいた中には子連れの家族も多く、お子さんと一緒に楽しまれていた。子供たちの笑顔

や元気な姿に来場者も喜んでいた。また、模擬店が増えた事で賑わいも増し、２日間に渡りたくさん

の方に楽しんでいただき、充実したまつりとなった。 

  

人 権 教 育 講 座 

 

東朝霞公民館まつり 
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【模擬店】 【チャリティーバザー】 

【展示部門】 
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【発表部門】 
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【展示状況】 

 

 

 

 

◆目 的◆ 公民館利用団体の学習成果の展示 

 

◆対 象◆ 公民館利用団体・市民 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆目 的◆ 東朝霞公民館ではロビーや階段展示スペースを利用して、活動団体と市民の交流と憩い

の広場として『ｅこいプラス』事業と名づけ 随時、展示や発表の機会を設けている。 

 

◆対 象◆ 公民館利用団体・市民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常 設 展 示 

e こ い プ ラ ス 

【東南部子ども会育成会】 

 

 



 

 


